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コブ-ダグラス型生産函数の 

デ•ュアルとしての利潤函数について

居 泰 彦

家計主体均衡め理論と利潤函数

利潤函数のS 本的性質

利潤函数導出のためめ変換と蕺本定现

■.■コブ- ダ.グラス型生産函数から導びかれる利潤函数 . __ :
〔文献〕

. . . .  .-.-.-: .... : ' 
1. 象計主体均衡の理論と利潤商数

私は，先進部門と在来部門のゴつの部鬥概念からなる経済発展理論の研究の一環として，農家家1 ' .  ' ..(注1) 一
計部門の主体均衡の図式を構築して_ 测ずる作業を行なぅて来た。今までに东した主体均衡の理論 

図式は，はじめ, 投入産出の技術条件(生產函数〉所年の下で，名目所得と余暇に, す名選好場（効 

用函数) の上で家計が効招極大化行神をしていると:仮定するものであった。 云い換えると> 農業生 

産函数を技術的与件として，自家農業労働時間，外部兼業時間,余暇時間および所得を効用極大化(ffi 2 V . . : へ：
行動を通じて決定する図式であった。

私が従来用いて来たこのモデルは，経済理論図式としてのc a p a c ityあるいは説明能力という観'-：■ ' • ' ! - , ,
点からみると幾つかの大きな不備を残している。第一に私のモデルは，これまで，農産物価琦の概 

念を捨象して来ていた。農業生産函数を直接，金額表示の単位で測定して，価値限界生産力と名目

* 本稿は，1968年から.1969年にかけて，For4 P'oundatiOnの援助を受けて，カリフォルニア大学(バークレイ）. 

の .Institute of International Studiesで行なってぎた共同研洗の一部である。.同研究所の所員.として参加す 

ることを可能にして下さった，D. W.  Jorgenson,辻村江太郎丨两教授に感謝する。ガリフ才ル^■プ大学でP こ 

の研究作衆:は，辻村教授が組織十るK E O  (Keio Econoniic Observatory)との密拷な迪带の下ぢ仃なわれた。 

K E O のメンパ一である西川俊作,井原哲夫，黑田昌裕，新井益洋め諸氏の協力に感謝する。バークレイめ研究 

.所で2 年の間私のリサ一チア、ンスタン■ドをつとめて，:くれたSei Jong Oh ■辑に心からの感謝を捧げる彼の献. 

身的とも云える助力は，率直に云って，近頃日本ではあまり見かける仁とのない键れたアシノ'タントでちつた‘ 

注⑴先進部門と在来部門の二つの部門概念からなるぃわゆるdualismのfe済発展理論の発生情とその理論的 

.性格につぃては鳥思〔6〕Jorgenson〔3〕.に総栖的なサーベイをしてある。

d u a l i s m の発展理論のシステムの中で農家家計部門の行動理論の因式がどのような位樹を内めているかf ま 

た，具体的にそれらはどのようなものセあるがも息思〔6〕に袈約してある。

⑵この初期のモデル , 十なわち, 名H 所得一余暇逃好敏ど所^ 造出阐稱対丨丨V、て'由.家# 燊労:働と.農外能楽時.問，::余 

职B夺間，所得の四者が同時決走する図式ど冬の実測瀹架は/ 拙 稿 〔6〕，〔6〕，C7X  C8 1 G 9 D ,〔10〕 fこ示,して来た》
シ. ，. ' ./ . ■'： ■ ■ ■...へ . . . ： ■

—— 56(72^5) — ■ ‘

は公敗、的 な 外 ：:い、i访 义

a ブ■•ダグラス型生産函数のデュアルとしての利潤函数について

賃金苹とを直接均衡さゼ:て来ていた。この省略は最近め拙稿〔1幻，〔13〕に示したように，.新古典派 

的な物価指数理論と集計理論に菡づいて農業生産物肺格を正確に測矩することによって，火きく修 

正しつつある。同じよ.うにして，農村消费者物価指数および各槌の投入资本財用役の価格について 

も測定作業を進めセいる。

第二に，効用函数を余暇時間と所得とめ問の選好場として定讀す:6 という従来私がとって来た方 

法は，キデルから消赀支出の概念を捨象する.ということを意味していた。效用函数を余暇時間と現 

物消費および# 入消費の三者問め選好場として新らしく定義しなおすこと匕よっセ,モデルの説明 

能力が著しく増大‘ナ^)ととは，最近の拙稿〔13〕にその構想を示して裳る。

第兰に, 従来の農家家訐主体6 均衡モデルでは， 農家主体の生産雄位（企業〉としての迦論的な 

性格が木問に附されて来た。 所得余暇選好函数（あるいは支出余暇選好两数）め極大化を保証してい 

る限界生産力条件が，同時に農家生産行動の利潤極大化過程の均衡条件を満たしているという保証 

はなかったのである。それは，. 云い換えれば，侗々の農産物供給と投入要素需要の内生的決定の図 

式が組み込まれていなかったことを意味する。 ‘
この稿では，この第兰の点，すなわち生産者均衡の理論図式の導入の可能性について報告しよう 

としている。この目的の為に私が採用している最初のアプV — チは，興家の主体行動全体を大きく生 

産渚均衡と消费渚均衡のニづのプロックに分割して両者を速動させることである。まず生産函数と 

生産物価格および投入要素価格が所与の下で，利澗極大化原理の仮定に驻づいて農産物供給と投入 

要素需要を導びく。こうして決定される農業収益(利準）と農業支出（费爪）を，次に消费渚均衡図 

式；（労働時間と消嫂支出の選好図式）の所得支出勘宠に組み込むという，ブロッグリカ一シヴの構想 

が- 本になっているo
何故このような構想を描瓜しなければ.ならないかは一度でも，経済现論を実際のデ一タ一にあて 

はめるという作業を手がけたことのある者にとっては. およそ自明9 ことである。すなわち，多く 

の経済理論が. 一方では公,理系としての包界力を誇り乍ら，一方セはその非線型性の故に実証不可 

能のままで終っていることは周知のことである。とりわけ，生産函数や効用函数のように，Cobb- 
D o _ s 型，C E S型，二次形式，令 ヌ - ィ•ラプラス型とぃった非勝特定化を中心に発達 

して来た函数概念を含んでいる伝統的な家計主休行動の理論図式ではこの懸念は非常に大きい。-ま 

して，今私が手がけようとしているように. , 也産函数と効用函数の両方を含む体系を解くことは， 

紙とエンピッだけの世界に止まるうちけ;ともかぐいったん突測の世界に持ち込むとなると柯等か 

の工夫をしなければこの関鬥を突破することはできない。

工夫というのは，具体的には，生鹿港.均衡図式の部分だけをまず家許主体均衡の他の部分から切

注 ⑶ 最 近 の 拙 槁 〔13〕では，现物消奴支.出と卿人奶费支出とを独立に効用阁数の中に苟入してある。これは,’現物 

消費亥IHの価格は捣燊生跑物価格セあり，購入消找支出の伽格は農村消费財物施であゥて同.-•物ではないと 

V、う認識によっている。同じ侦想は，ジa ルゲンソン♦ ラ.ウの報告■論 文 〔4〕にも示してある6

沿 (1 2 6 9 )



' ロブ- ダグ‘ラス型坐座•函数のデュアルとしての利澗函救についで’
り離Iブて卿定するという來安意味する。ところが忘れてならない’ことは，切り離して測定ずると异 

っても測定の過© でモデル全体としての均衡条件が維持されて居なければならないt いう点である。 

すなゎち，具体的には，独立に計卿レた生産者均辦の部分辛ギルで定_され令各投入要素の限界生 

鹿力と俪格が，モデルの他の部分で用いられる限界生産力と価格に均等するという条件を満たして 

いなければならない。通常の同時推定法を样;h;は♦モデルの中怜非線型性がみり込んで来るし,.生産 

者均衡Q ブ〒ックを独立に推摩すれはv 斉合的な均衡条件が確保されないというディレンマがある。

. この問題に対する一*つの解决丨太, . プロプィット• ファンクシ台ン(利潤函敎) の を 用 い る ；と 

によって与えられる。一般{’こ生產寧致(?)デュア少としてプP*フイクト,，フプ、ノクシa ンが導びける 

ことを示したのは，シュフナゎド〔16〕の貢献であった。その後，プロブイダトVクァンクシ.a ノ 

のSt袈性は宇沢〔14〕によっ.て苒確認されて> 最近マ，クプァドデン〔I5〕が具体的な導出の方法 

を示した。

' . 2 • 利潤函数の基本的性質 , , ; :
. ' ...  ̂ ' '  こ. • - . . . ぺ.: ' ；" '：I :  / . , ン..— . - ■ぐ-；: ■ ' _ノ , ■

ここで，企業行動の均衡図式:から導びがれる利潤函数の性質を簡単に説明十る6 ま 利 潤 極 大  

原理の生産若均衡図式を整迪することから始めよう。いわ説明を単純化するために2 種類の要素 

パ智投■入して1極類の生産物を得ている生産主体(企樂）を想定する。との企業は生産函数で表現さ 

れる投入産出の.フロンティアね!窣商.してい令と考えよう。生 産 函 数 を ，

‘ （2- 1) ,； Y-ZCX^ X2)
で宏義する。 . . 、

坐座函数に関して以下の3 つの仮定を置く6 , へ .

⑴生產涵数は2 度微分可能で'ある。従って1 次微係数： ぉよび2 次微係数^ ^ ^ ,  
~&X7, T x M r の全てが存在する。ごめ设定によって生途函数が屈拚点奋持つ可能性を辨除して

おく。... . . ' . ■ . ニ.'....,.‘..：• 人 『 へ：， ' . . . . . . .  へ .- . . . . . V
. ⑵ 生 産 函 数 は :X!, X：2 の増加函数である。 すなわち1次微係敫(限界笙產力) は正であh
H 0, 是 > 0 の条件が満たされていると考える。 . ：

\ ⑶生産两数は .咖 ictly concaveである。すなわち2次微係数は， . . .

双 , く0, W  く0, 评 資 イ 遞 趣 :)
のニっの不等せ条件を満たしている。このととは等;1 ：線が原点にね (convex)であることを意味し，

■ ■ 1 *■-— — —    . . . —— . . . . . . ；. . . . . ■  •  .一'.J

注 ⑷ 麵 M の-般的性輿にっいては, 稿を改めて〔資料〕ど,して解説するが, 似 〔14〕, _ ，ズ16〕を参照

ハ . . V . . * "

一' ’  58 (1270)

ぢ。孤::齡ぬ％ざ免ぐ̂ 犯: ' • 奴"fc-如な:^ヴン成:ザぶこツ tr'^^W£y
；|；* •' ' .ン. .... ! . ' ■ ■ • .兔

プ- ダグ•ラス型生産函数のデュアルとしての利澗闲数について

同時に規模丨広大が.ブ定比率以下の収獲をも:た'らすへ(less'than'propwtional..return to s c a le )ことを.意 . 
味する。 • ‘

利潤極大化の仮定は，産出の価格伽と投入要素の価格 V i ，V 2 所与の下で，生産函数（么1.)を 

制約条件とL：て, 侧 n を極大化する非負の投入産關が存在することを意味してV、る。利潤は次 

、のように定義される。 :

(2. . 2) n = Y ~  PiXi—P 2X 2

上の3 つの佴宠の下で利潤n の極大値が存在するためには,次の条件が満たされていなければなら 

ない…
m

(2. 3) ax,
a n

< 0

<0

(2. 4)
e x 2

^ i*Tffir+ X 2* i x r = 0
ただし，- ^ < 0 , or 2 > が生ずるのは；X产 0, ( i = l  or 2 ) の時だけである。

入 X レX 2 が共に也の場合だけを考えるならば, 均衡解は .
犯

(2. 5)

したがって投

3X,
a n

9X2
となる。利_ 方程式 (2 .2 ) :は ;X„ X 2 に関してstrictly con caveな虫産函数と線型の赀用方程式 

ゐ差であるからやはりstrictly concaveであ'る。したが4 てy ( 2 .5 )の解はuniqueである。⑵中） 

の解は具体的には '

(么 6)
伽為一 (文丨, X 2) —か= 0
Po-

8X r
d f

d X 2

(X„ X 2) - p 2 =  0

という限界生産力条件式を与えることは周知の通.りである。 ただし，兄，X,はそれぞれ均衡咢素 

投入量をあらわしている。極大刺滴を与束る生産贵Y は 

(2. 7) f ^ f ( X h XD
'であるV 、.'■ベ.■ ,

(2. 6 )式の2 本の均衡方程式と（2 . 7 ) 式を連立させて（生産物）供給方程式と（喪素）■需瘐方程 

式のセットを誘導することができる。' ：. ：.'■ ■ .
. i .... . . . ン  ■ ■ ' パ ..…’ ハ ；"..../ ぐ  7 ._:

(2.8.1) Y - s  ( p 0 , V u  V 2)

( 2 .-8 . 2 )  X i ^ d x Q p o ,  V i )  ; ,

(2, 8. 3) 又2 = .々 ? ( P < b  . P h

：k— ^ - \ S 9 ( 1 2 7 1 ) —-™r* •

； • .圓. . ノ 1 ••.ニ，.



• コブ-ダグラス型ぇk鹿!̂ 数のデュアルとしての利潤函数について

こ<5 3 未の誘堪型はいずれもunii^ueでありかつcontinuousであるこ，とは，.、、上に設定.した，.3 つの 

仮宠によって保証されている。 よく知られているように， （2 . 6 ) 式で限界生産力は， p S o ,  v S o  

の価格比に侬存しているので，供給函数も需要もともにゼロ次同次の函数である。

' (2. 8 . 1 ) , (么8. 2) ，⑵ 8. 3 ) の 3 本め誘導型方程式で孕えられるY, X , ,文2 はぃずれも， 投入 

鹿出の価格体系が与免られた時に極大利潤を与えるj i 出量と投入量の均衡水準をあらわしているc 
したがって利潤極大化の均衡解である均蘅利_ n は

(2. 9) ‘ n ^ ^ o Y - ^ X i - ^
で荦義される。

( 2 . 9 ) 式 に ( 2 . 8 . 1 ) , ( 2 . 8 . 2 ) ,  (2.8.3) ( 2 .1 0 )のように書き表わすことができる。

'' (2.10) II ( p o ,  p i ,  V i )  =Po*s(t)o,切，?)2) ^ V i * d i i f P o ,  P i , p 2 )  — P 2 * d t ( ! P o ,  P i , p 2 ).パ、3.ぐ- :パ--.-、V.-，ぐ':.-. : ' . . - . バ. . . . . . ■  • ぃ. ■ ，ノ . . . . . . .
( 2 .1 0 )式はプロフィット• ファンクゾd ン （利潤闺数〉である。 利潤函数は (2. 2) 式の利潤方 

巧式とは興なることに注意すべきである。利潤函数は，極大利潤自身が投入および産出の価格趴， 

?>2の数であることを承している。 - ， ’ '...し ' ; 丨 ‘
次に，利潤函数からも生産物供給函数と投入翦素需要函数を導びくことがで# る.ことを示そう。

利網函数から供給函数と需要:函数が導びけるとX、うこの性質は，前の節で述べた目的にとって2 つ 

' ' の窓味で非，0 に耍である。すなわち第1 にもし利潤函数を適当に特廹化することによって誘導型 

(供給函数と需耍阁数I の線型性を維持することができれば，たとえ生庳函数自身が非線型であって 

も，事実上推宠すべきモデルの線型性を維持できる可能性がある。:第 2 ち :以下に承すように,利 

潤函数から導びかれる供紿菡数と_ 要函数は均衡舳格の函数どして定義ざれ名から，刺潤函数；。供 

給函数および需要函数が構成する.生産者主体均衡のブロックの推定に用いた価格デスタ— は均衡価 

格として家計主体均衡のブロックに持ち込まれる。,もともと前節で、提起した問題点はこの2 点であ 

ったのだから, この手続きによって問题が解決することになる。;

• 坐産物供給函数と投入要素需要函数は次のようにして利潤函数から‘ びかれる。利潤函数を生産 

物仙i格 ？)。で微分して, ' ..

請 . 暑 餐 フ K  ’

• . ところで元の也鹿函数の別の表現は（2.7), (2 .8 .1 ) ,(2 .8 .2 ) , (2 .8 .3) を用いで書きなおせば 

! ’ 炫 12) 户 / ( “ ) .

なのであるから- 1 | - は次のようになる。

( 0  d s  _ _  d f  M i  , d f  d d 2

‘ o p o  q X i  d X t  a p o

( 2 .1 3 )式 を （2 .1 1 )式に代入して次式を得る。 ；.
m 卜，. ‘'  V ■ ノ ■へ . .•‘_ — 60 ( 1 2 7 2 ) .....—

号̂ ^ ^ ^ 沒签巧叉び财％:メボ̂^ 汉々むヒこべぐふ-十;.乂ムひギぷ

’  g ブ-ダグラス型生産函数のデュアルとしての利澗豳数について

( 2 . 1 4 ) 齋 。[ 暴 ' • 營 + 备 •普 ] - 2 普̂ - ，普

= 3+ 普 [趴备 - 趴] + 普 [外暴 - 於]

= s
.すなわち, ( 2 .1 4 )式は利潤函数の生産物価格に関する一次微分が供給函数そのもの女与えることを. 
示している;> ，

次に利潤函数( 2 .1 0 )式を投入要素兄の価格扔で微分し，上と同様の手続きをとると，

(2 . 1 5 )  普

+ K + [ - i r - ] -も

. = ニ ん .. - •  " * ■
( 2 .1 5 )式は利潤函数の仍私関ずる一次微分が第1 投入要素兄の需要函数の•負値を与えること 

を示している。同様にして利潤函数の第2 投入要素価格に関する1 次微分は第2 投入頭素X 2 の需

要函数の負値を.与災る)。 ， . 丨 .
(2.16)

d p z  '

供給函数も需要函数もそれぞれゼロ次问次の函数であるから，さかのぼって利潤函数は1 决同次 

函‘数であることがわかる。利潤函数の1 次同次性は，生産函数が一般にw次同次（# は必らずしも1で 

はなぃ）の下で常に保証されていることに注意されたい。 • .  > ’ …

よく.知られているように，全ての投入要素についセの収獲不変(constant.return to scale)が备在ず，.'
る時には利潤函数は荏在しない。 ' ' •  ■' ' ぐ '

. . . . . . . . . .  . .- ' ' . . . . . .  , ‘ノ . . V1 : .. .....ノヤ. ン、パ•ム' :' ‘ ' . . . . .

3 . 利潤函数導出のための変換と菡本足理

， ' 丨 ，

前節や説明で利潤函数の性質が明らかになづた。と同時に，速本的には通常の生産者均衡の闻式

から誘導型たる要素需要方程式を導出してこれをr：i的函数たる利潤方程式に代入するぶとによって

利滴坪数が得られるととが判明したと思う。けれども，この方法は実際やってみると，元の生産函

数ぬ形式がちょ*ぅと複雜羝なると非常に複雑なことになってたいへんである。ここでは，この追:接

的な方法に替る方法についてみ‘よう。

利_ 函数を導出するためのもうブ^)の方法をみるに先立って，あらかじめ二つの事柄を確認して

おこ^ 第 1 に丨:丨的两数たる利潤方程式を通常とは多少興なった方法で記述することにしよう。い

注㈤ 利浪|因数を価格で微分すると供) ^ 函数と需驳® 数が導びかれるというととはS h o p h a r < 3 のレンマとして知ら 

れている4 S h e p h a r d .〔1 6〕参照， • ——  ，
て .'； ； '"ノ .： . ■ ' ' '' ' ■, ' ■' パ- ンぺ' へ-..:
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コブ- ダグラス型也遊®数のデュアルとしての利澗函数について

' ま，通常の利潤方程式を ;
‘ （3 . 1)' n-jOoFCX,, ••.…, X„ , ) -  U  ^Xr. .  . . . . ；. v . • ■. <=1. •  .

であらわす。n は利潤，伽は生鹿物 i i 格，外は第《投入耍素俪格，x, • は第1 要素疫入躉をあらわ‘
す。，. . ..へ ：. : :：. : .：. ' . . : . : : . . へ : : : : : : : : : : :

投;^盟素伽格 V i を生座物脑格 V o で除した値をP i*で;あらわす。

(3. 2) V i ^  —  V i l V o

(3. 2 ) 式で定義した価格比をここで「雄位価格j と呼ぶことに子る。こめ単位価格を用いそ(3.1) 
式の利潤方程式を書き鹿すと， ノ;

(3. 3) n - > [ F ( X „  ..….，X J — S  扒 * x j  ' ' .し. ’

. . ン：. : : . . : : . '.-、ノ： ..へへ し .，, . ..： ... . . . . ■ .... . . .
さらに，利潤n も雄位価格表示にしたものをn * としてズ3 .4) 式のように定義すれば
.V "  ̂ ' . ' . こ - ' . -  "- ソ

( 3 . 4 )  n * = F (X „  V-*-, X J  -  S ^ * X f へ 、‘ . .へ .
(3: 4广式は雄位価格表示の利潤方程式である。こめ単位表示の利丨_方程表に利潤極大化問題め 

均衡解である均衡要素投入量X i , x 2, x „ を代入すると，.■単 位 偭 格 の 利 澗 函 数 （利潤方 

程式ではない厂が（3 . 5 ) のように定義される。

,(3. 5) ..こ. . . ' . n * = F  (Xij 2̂> *■ ••••, X CT) ~  2>»*Xi
振ろ矜 * / • …”，ルキ）

明らかに利潤n と単位価格表示の利f | n * との間の関係は

、 （a  6 )  . 一 ; . .ぐ: : . . ；■/ - ， .

であるから利潤函数をこの表記法で書けは v  .
(3. n = 5}o[F (X i,X 2, .......，’文OT)-— 2  ；

となる。ところで，は 6) あ る い は は 乃 式 を は 5) 式と比較すればわかるように, n の極大化.
と n * の極大化とは同値である。実際ビは， こめ後の説明でわかるように利_ n の概念を用いる 

よりも堆位伽格表示の利潤m を用いる方が利潤函数^)導出ぱ容易である。 . '
次にあらかじめ確認しておくべきもう一っの点をみよう。:前節に示した利潤方程式がら利溯函数 

.へのデュアリティ—•や変換を，いま上で確認した举位偭格表示の刹潤n * と単位価格表示の価格変 

数灼 * を用いて書けば次のようになる。

的 j j j _ 丨丨格当り利润方程式(3. 8. P ) のデュアルは樹立伽j格殚り利潤函数: (3. 8 / d ) でU )
注⑶元の利澗栩火化体系からそのデ土アルとしそ繪びがれる利 _ 闲 数 を i n d i r e c t  P r o f i t  F u n c t i o n と呼ぶ。 な

扣，これ以下の丧記で式番号を ( 3 .  8 . P ) のようにあら知すのは変換の元の式 ( p r 丨丨加】) の意味であり， ( 3 .  •
•. 8‘D )のようにあらわすのは変換後の.デュアル.（.Dual)の式の意味で.ある.r.'1 r ゾ，ベ'...

マ . . . . . . . . -  . パ  .... .、 .

一 一 62 (1274)------

' 1 ..." i 、 .1 ' ' : マ ， ..し ：：...e . ' ''し . . ： —ニ  く .-::'-…V -ゥ '.::.

ブ- ダグラス型生處函数のデュアルと t ■ての刹澗面数にっぃて

(3 .8 .  p )  n * - F ( X „  x ?, x M) -  I ]  ^ x t
(3. 8. D )  1 n *  =  II*(j7i* , p 2* , … …，爪 * ) '

( B ) 交 換 を 施 こ す 前 の 均 衡 条 件 は （3.9.  P) ,  (3.10. P) ,  ( 3 . 1 1 . P ) の三虫 で示され； それぞれの 

デュアルは (3. 9. DX (3.10. D) ,  (3 .1 1 . D ) で东さ ; ン
；: V し' —..い.： ;， た..1.: ■: - : . • パ.、‘ - 厂“ へ :で'-

(3. 9.P )

(3.10. P )  X<=_ — —叩 *

( 3 . 1 1 . P )  F = n *— 發 仍 *

(3. 9；D)  dFd X {

(3 .1 0 . D )  ニ ー X i  1

( 3 . 1 1 . D )  、 n * = F ~  ■

(C) 単位価格表示の利潤菡数は2 回微分可能であり，単位価格於* に関して凸（strictly concave)
なる歯数でをる。

(D) 部位価格表示め利数 L に關して減少 (strictly decreasing)函数である’。 '  、 

以上のと‘とを素細した’上で, 利潤函数を翁出するために次の定理を用いる。

〔定理〕 単位価格表ポの利潤函数が一^ 次向次であれば，元の生産函数（strictly quasi-concave 
production'function) _ は.た次同次函数である。....

この定理は次のようにしX 証明される。オ イ ラ ー の 定 理 に よ っ て ’
(3 .1 2 )  丨 f ]  - ^ - X i = k F  ‘

先程整理した（A), (B) のデュアルの変換を用いて

：(3*13) . =

故に.... .

•’(3，14) : : : n -击 ポ  …

かくして，オイラーの定理に# って, ( 3 . 1 4 )式はn * が ー* ^ - 次同次セあるどとを示している。 

上の証明の過程^逆にたどゥ七行くことも可能である。故にこの定卸:は必翦充分条件を述べけ

注 ⑵ k = l の時 '(Co即tapt.Mturirto scaleの時〉...strictly .quasi-concaveの仮定が満たされないことに注意せよ《*

— -—. 63 (1275) 一•—
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コブ- ダグラス型生産函数のデ1 アルとしての利潤函数について

4 . コブ-ダグラス型生産函数から導びかれる利潤函数

ぐ ：' - . . . . . . ' . . . . . .  •. - ..
ここで， 以 上 に 整 迎 し た デ ュ ア ル の 変 換 手 続 き と 〔定 理 〕を用いて， A：次同次のコブ -ダグラス  

型生産函数の仮足の下ではどのような刺潤函数が存在するかをみよう， まず， 生 產 函 数 を下のよう _ 

チ コ ： ダグラス型で矩義する。 ：；

( 4 . 1 )  Q = n x ^ , た だ し （§ 沁= )
前節で整理した変換手続きと定理を用いれば全てのO こついて（4. 2) 式の関係が成立する。

(4 .2 ) 免(1ー幻- 1
いま or,(1—k ) ~ 1 を改めて /?,• とおけぱ（4  2 ) 式 ゆ (4. 3 > 式のよう匕書けるト ,

(4. 3) 成n * =  - •货*营 、' メ = 1 , v“•、仇

( 4 .3 )式は対数変換して次のように書ける。

(4* 4) / : 七 1，……，怀
( 4 .4 )式を積分して（4 .5 )式を得る。 •

(4. 5 ) i ogn* =  —汰10官 灼 ，タ广，".•..，ル*)ィ封

ここで函数h は凡* 以外の全てのあ* や関す芩住意の函数である。すべてのイについてこの関係 

が成立することに着0 すれば（4 .6 )あるいは(4. 7 ) が成立する。

(4. 6) ’ ふ 1呢 が

(4. 7) n*i= n vr fii

n ブ- ダグラス型生産函数の仮定の下て*はそのデュアルとしての利潤函数はやはりコブ-ダグラス型 

となるこどがわかる。 .
ノ:>:'丫  . , ■ ■ ' ' ; . ■ , ...■，ベぐ. : .、パ. ■, -. ； ,： ：v： ' i ..

前節でみたように（4 . 7 ) 式の利潤函数の一次微分は投入要素の需要函数を与える。 また前節で 

そたように，需要函数は0 次同次函数である。第 《投入要素の需要函数ぼ(4 .3) 式で与えられ；̂  

， の ト — ； ニ. . . • ； m； ■
ここでAは住意め定数である。ここでとのA の値を含めて(4.7)式と(4. 8)式b 与えられる体系から 

元のパラメターを識別できるのかとい.う輯問が起る。こcpぐとを確かめるたやに爲= 么(1マみ)-1 と 

( 4 .8 )式を（4 .1 )式に代入する。

(4. 9> 令 雨 巧
ヴパ..，'  . ：. . . . . . . し .. - . . . . .  • ' . . . . . . .

» = A Aa - ^ ) " * ( n ^ ) n *

 64  (1 2 7 6 ) ----------

コブ- ダグラろ型生産函数のデュアルとしての采丨丨淵商勘にづ1.、ザ 

と こ ろ で I ;矩埋〕 によって

( 4 . 10 )

であるから，

得 る 。

q = a ( i — ’

( 4 . 9 ) と ( 4 . 1 0 ) は 同 値 で な け れ ば な ら な い か ら ( 4 . 11 ) , ( 4 . 11 ) ' を へ て ( 4 . 1 2 ) を

(4 .1 1 )

( 4 . 11)，

( 4 . 12 ) .

A* (1 ~ k y k 11 or广ニ A  (J —た)，1
. A l A F = ( i -A ；) l - fc n « , ^

a =  a ~ i c )  n  .
か く し て 堪 位 俩 格 表 示 の 利 潤 函 数 は あ ら た め て （4 . 1? ) .式 で あ ら わ す こ ^ : ができる，

a  13) n * = a  - - ん) r n  め (レ的- 1] m  Vi* - 吣 青 ,】 ’

• ，( ) ノ ‘
H 投入耍素の需要函数をあらためて書けば .：；■/

(4.14) v J3* - ；

a ヲ 式 と . (4. i 4) 式を見ぐら'ベればわかるよ，にんの大♦さが判っていればのは識別可餡であるt 
以上で， コブ-ダグラス型生産函数を仮定する利潤極大化過程めデュアルとしての利溯函数と儒 

要凼数群/ハ4等出された。これらの函数を実際のデ一タ— で測矩する作業については稿を改めて報告

.する。' . > .
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ヌルクセの均整成長命題について

多 部 門 化 の 効 梁

中 沢 敏 明

序

低開発国が贫困であるのは何故か， また贫困から脱 

却する手段•戦略は如丨"Jなるものかどいう問に対して 

-与えたヌル夂セの答は未々「贫困の惡循環」であり， 

「均辇成長j •であった, ヌルクセが〔2 〕第“章で使用 

してい冬“食困，' 古いう言葉が, 所得め水準に_ して 

め'もめか成戾率にっいてのも.のか,.：国掉べiイスでと.ら 

えられたものか一人当りかなどは不明確であるが,そ 

れはさておくとすると，彼は低開焭国が他生產カ— 低 

実質所得— 低 購 買 低 杻 资 誘 因 — 低生鹿力という述 

鎖に陥っているが故に“贫困”なの'だという。それは 

っきっめれば「低昍発均衡」が茌在し,そこで経済諸 

変数が内部無矛盾的になっているということに他なら 

ないし, 「経済め体系の内部には, - 一 .3 水準にそれを 

繫ぎ止めて’おこうとする_ 動的な諸力があることは明 

らかで'あ る :“‘…だが幸いにもその循環は破れないも 

のではなC、。しかもそれがある点で一J1破られ:6 と， 

その関係が循環的であるというまきにその祺臾が累横 

的発展を助畏する傾向を带びるのである」 という < だ 

りは,経済体系が一っの安宛な均衡点から新しい安定 

な均衡点へ移行する状況を示ナものと解して妥当であ 

ろう。 この安定な低位均衡点をシフトさせうる外的迪 

因が，市場を広めて生產沾勤を促しそれによっX 媾•貞 

力を高めうるような要因でなければならないことは， 

先 の 「惡循環j に照してみれは•向翁反復的に明かだが, 

その1-‘つは今★で存在U ていなかづた產燊の溥入であ 

る。 しかし新しく設立された産業が唯一っでは，その 

瘅業_ 体が需要不足によって失敗に掃すだろう。何故 

な ら 》■新産業に従班する人々は丨丨Iらの生産物に全所得 

を支出しようとはしない」から。人間の消赀需要の多 

様性が，坩独の新産業が成功しえないごとの理由なら.

ば. 多様な消費需要のパタ一ンに合わせてさまざまな ’ 

産業を興し同時的に生産を開始すれば/ある産業から 

支払われた要素所#が丸々出らに還流せず他産業べ流 

れようとも，他產業従事者からのこの逄業製品への需 

惡の流れが他方に存在することにより，結局全座業が 

成功 .しう.ると考えられる。' これがヌル ^ セの主張すも ' 

市場の全般的拡大の鍵であづて， r 均整成提」とか「釣 

合い 9 と れた 成 長 と ’ょは’れる。’ : .ここで . “ 釣合い”..と 

か均整という語の意味は，頌在的なものは勿論だが潜 

在的なものを含めて多様な消奴需驳のパタ一ンに，生 

産のパターンを市場ジ:>拡大をもたらすベぐ合致させる 

の窓でちるから，「均整成妊」を “消贤财產業を多数興 

すことによる成長”すなわち多部門化と旨い換えても 

大同小蛘であると考える。か か る 「均整成贷」によっ 

て， “ 贫困 ” からの脱却が所期の通り逹成可能か西か， 

可能だ 'とすればその条件は何かについて吟味す ’るこ‘と 

が小論の主題で ^ ) .る。

高 山 〔7 〕は二部h モデルによる比較静学分析を行 . 
い均f e成長命題についで緣栝的に扱っているが，そこ 

にはヌルクセの “製靴産業，，（新設鹿柒）は登場しない。 

二部門は終始二部門のままである。 この二部門経済で 

利用可能な資木の増加があったとする。それを， もし 

一方の産業にのみ埤資すれば効率が惡いので全產梁 

(今の場合，両產梁) に適当に配分せねばならない。イ也 

方，資本ばかりでなく労拗も梢加した場合には資本レ 

ソ ドは垧加し，それが投資を誘発して， ヌルクセの贯 

うように「広範四の興飩產業に多少とも同時的に資本 

を使用することによって，そ の 困 難 （垛資誘因の木见） 

.は解消するj かも..しれない。ではそQ ための条件は和；T  
か。それが高山の宠理5 K S S L である。 資源の増加 ‘ 
率の間にとの不等号関係が成立することが資本レント 

が減少しないための必要十分条件である。S は生座桃• 
造♦需奴榴造によづて矩まる値* ( しかし明かなよ5 に

67 {1279)


